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　３－２　付属部材一覧表

３　本体・付属部材詳細図

【品番：KE5100】

材質：塗装高耐食GLめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：3,030㎜

１０）開口部向け部材

鋼板止水部材 片面防水テープ

【品番：JF1526】

材質：アクリル

長さ：20m　幅：100㎜

8
0

EPDM

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

補修塗料

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

【品番：DPA4Q0**】

シーリング

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

専用

４　付属部材加工図

鋼板製付属部材の接合および加工方法  ４－　１

  ４－　２

  ４－　３

  ４－　４

  ４－　５

通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

水切（水切３４、中間水切８）の加工方法

端部カバー、見切縁の加工方法  ４－　６

先付け付属部材の接合方法
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　４－１　鋼板製付属部材の接合および加工方法

４　付属部材加工図

■通気土台水切（防鼠なしタイプ）

切り取る

重ね部分に捨てシーリング

30以上

差し込む

■通気見切縁　接合部材
接合部材はセンターサイディング施工前に取り付けます。

手順① 手順②

■オーバーハング水切
手順① 手順②

■オーバーハング水切 接合部材

接合部へ移動

接合部分に捨てシーリング

接合部材

※防鼠ありタイプの右側端部は継手加工しています。

差し込む

切り取る

30以上

重ね部分に

捨てシーリング

手順①

●あらかじめ、本体に接合部材を差し込みます。

   本体に傷がつかないようにご注意ください。

●本体突き付け部に捨てシーリングを施工します。

   シーリングがはみ出さないようにご注意ください。

手順②

●本体突き付け部まで、接合部材をスライドさせ、留付釘で

　 留め付けます。

留付釘

切り取る

手順① 手順②

下側から

差し込む
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　４－１　鋼板製付属部材の接合および加工方法

４　付属部材加工図

■通気土台水切（防鼠なしタイプ）

切り取る

重ね部分に捨てシーリング

30以上

差し込む

■通気見切縁　接合部材
接合部材はセンターサイディング施工前に取り付けます。

手順① 手順②

■オーバーハング水切
手順① 手順②

■オーバーハング水切 接合部材

接合部へ移動

接合部分に捨てシーリング

接合部材

※防鼠ありタイプの右側端部は継手加工しています。

差し込む

切り取る

30以上

重ね部分に

捨てシーリング

手順①

●あらかじめ、本体に接合部材を差し込みます。

   本体に傷がつかないようにご注意ください。

●本体突き付け部に捨てシーリングを施工します。

   シーリングがはみ出さないようにご注意ください。

手順②

●本体突き付け部まで、接合部材をスライドさせ、留付釘で

　 留め付けます。

留付釘

切り取る

手順① 手順②

下側から

差し込む

　４－２　通気土台水切（防鼠あり）の加工方法

４　付属部材加工図

■開口部横など

■エンドキャップ(防鼠あり・なし共通)
センターサイディング留め付け前にエンドキャップを差し込んでください。

差し込む

手順①

加工部に捨てシーリング

※折り曲げ部がはみ出ないように切断してください。

50以上

切り取る

切り込み

切り取る

手順②

手順③

手順④

手順⑤

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

50以上

切り取る

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

折り曲げ位置

折り曲げ位置

折り曲げ位置

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。
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　４－３　通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

４　付属部材加工図

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

50以上

折り曲げ位置

■開口部横など

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

加工部に捨てシーリング

※はみ出ないように切断し、調整してください。

50以上(40)（※）

切り込み

※（　）内の数値は通気土台水切４０の場合

折り曲げ位置

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる（谷折り）

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。

折り曲げ位置

　４－４　水切（水切３４、中間水切１８）の加工方法

４　付属部材加工図

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。

30以上

■水切の接合方法
手順①　下側水切の端を切り落とし、ビード状に

　　　　　 捨てシーリングを施工します。

手順②　重ね代を３０㎜以上取って重ねてください。

■水切の出隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

45°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

切り取る

切り取る

手順②　立ち上がり部で90°内側に

　　　　　 折り曲げます。

90°

90°内側に曲げる

90°内側に

やや
下げる

折り曲げる

出隅

折り曲げ位置

■水切の入隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

切り取る

45°

入隅

折り曲げ位置

手順②　入隅折り曲げ位置で90°に

　　　　　 折り曲げます。

手順③　裏側を90°に折り曲げます。

裏側を90°に

折り曲げる

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

入隅

折り曲げ位置

手順③　出隅折り曲げ位置で90°

　　　　　 内側に曲げます。

捨てシーリング

■水切の端部加工

切り取る

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 斜線部分を切り取ります。 手順②　下図のように切り込みを入れ、折り曲げます。

切り込み

次に折り曲げる

先に折り曲げる
①

②

a

a

重ねやすいよう

適宣切り取る
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　４－３　通気土台水切（防鼠なし）の加工方法

４　付属部材加工図

■小口があらわしの場合

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

手順⑥

切り込み

10程度
切り取る

内側へ折り込む

切り取る

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる

（山折り）

50以上

折り曲げ位置

■開口部横など

手順①

手順②

手順③

手順④

手順⑤

加工部に捨てシーリング

※はみ出ないように切断し、調整してください。

50以上(40)（※）

切り込み

※（　）内の数値は通気土台水切４０の場合

折り曲げ位置

切り取る

折り曲げる

（山折り）

折り曲げる（谷折り）

折り曲げる（谷折り）

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜ご対応ください。

折り曲げ位置

　４－４　水切（水切３４、中間水切１８）の加工方法

４　付属部材加工図

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。

30以上

■水切の接合方法
手順①　下側水切の端を切り落とし、ビード状に

　　　　　 捨てシーリングを施工します。

手順②　重ね代を３０㎜以上取って重ねてください。

■水切の出隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

45°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

切り取る

切り取る

手順②　立ち上がり部で90°内側に

　　　　　 折り曲げます。

90°

90°内側に曲げる

90°内側に

やや
下げる

折り曲げる

出隅

折り曲げ位置

■水切の入隅加工
手順① 斜線部分を切り取ります。

90°

切り取る

45°

入隅

折り曲げ位置

手順②　入隅折り曲げ位置で90°に

　　　　　 折り曲げます。

手順③　裏側を90°に折り曲げます。

裏側を90°に

折り曲げる

a の長さだけ

切り込みを

入れる

(ｂも同様)

入隅

折り曲げ位置

手順③　出隅折り曲げ位置で90°

　　　　　 内側に曲げます。

捨てシーリング

■水切の端部加工

切り取る

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 斜線部分を切り取ります。 手順②　下図のように切り込みを入れ、折り曲げます。

切り込み

次に折り曲げる

先に折り曲げる
①

②

a

a

重ねやすいよう

適宣切り取る
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　４－５　先付け付属部材の接合方法

４　付属部材加工図

手順① 手順② 手順③

■Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けの接合方法

はぜ折り部に差し込む

●後付け付属部材（カバーなど）の浮き上がり防止のため、先付け付属部材（受けなど）は十分に押さえて留め

　 付けます。

■Ｓ出隅鋼板受け１８の接合方法

手順② 手順③

はぜ折り部に差し込む

手順①
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　４－５　先付け付属部材の接合方法

４　付属部材加工図

手順① 手順② 手順③

■Ｓ目地鋼板受け１８、目地鋼板受けの接合方法

はぜ折り部に差し込む

●後付け付属部材（カバーなど）の浮き上がり防止のため、先付け付属部材（受けなど）は十分に押さえて留め

　 付けます。

■Ｓ出隅鋼板受け１８の接合方法

手順② 手順③

はぜ折り部に差し込む

手順①

　４－６　端部カバー、見切縁の加工方法

４　付属部材加工図

■端部カバー、見切縁の接合方法

■端部カバー、見切縁の出隅加工

■端部カバー、見切縁の入隅加工

切り取る

切り取る

切り取る

手順① 手順②

30以上重ねる
差し込む

90°

45°

切り取る

（上面）

切り取る

a の長さだけ

切り込みを

入れる

手順①

手前に

90°曲げる

手順② 手順③

全体を内側に

90°曲げる

手順① 手順② 手順③

90° 45°

切り取る

（上面）

切り取る

内部の折り曲げ代を

90°曲げる
全体を内側に

90°曲げる

90°

a の長さだけ

切り込みを

入れる

※N端部カバー、N見切縁18は本体両端部にあらかじめ継手加工をしております。

※加工例はあくまで一例です。現場の状況に応じて、適宜、ご対応ください。
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防耐火構造の大臣認定が必要な場合は､胴縁間隔や躯体サイズなど

大臣認定の別添に従い、施工してください。

注　　意

５　センターサイディング標準施工法

＜納まり図　木造編＞

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　横張り  ５－　１

  ５－　２

  ５－　３

  ５－　４

納まり詳細図　木造軸組下地　ＮＳ型　縦張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　横張り

納まり図　木造軸組下地　その他の型　縦張り

シン・ネオスパンはＮＳ型の納まりをご参照ください。




